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南砺市商工会青年部

in 南砺市商工会

in 射水市商工会

　石黒公一青年部長は「地域に
根ざした若きリーダーでもある
青年部は、地域や部員間の様々
な交流や活動を通じて個性を磨
き、集結し、想像力と行動力を活
かして取組み、またそれを奏で
ることで元気を作り出し、地域に
響かせていきたい」と意気込み
を語ってくれた。

　南
砺
市
商
工
会
青
年
部
は
、
九
月
四
日

（
日
）、南
砺
の
「
職
」「
色
」「
食
」
を
テ
ー

マ
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
南
砺
市
の
魅
力

を
再
発
見
し
、
南
砺
市
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
企
画
運
営

及
び
出
店
や
職
業
体
験
ブ
ー
ス
講
師
等
を

全
て
青
年
部
員
で
行
っ
た
。
地
域
の
皆
様

に
新
た
な
交
流
の
場
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
頂
く
こ
と
に
よ
り
、「
つ
な
が
り
」「
地

域
愛
」
を
育
ん
で
頂
き
た
い
と
考
え
、
当

日
は
、
小
さ
い
子
供
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
ち
ゃ
ん
ま
で
、
家
族
三
世
代
み
ん
な

で
丸
一
日
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
、
大
盛
況
と
な
っ
た
。

　「職
」
で
は
、
青
年
部
が
講
師
と
な
り
職

業
体
験
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
南
砺
職
人
祭
り
、

青
年
部
ゼ
ミ
）
を
、
十
一
業
種
の
ブ
ー
ス

を
設
け
実
施
。
南
砺
市
の
「
職
」
に
触
れ

合
う
こ
と
で
、
地
域
で
の
職
業
に
興
味
を

持
っ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

　「色
」
で
は
、南
砺
市
の
協
力
の
も
と
「
な

ん
バ
ス
」
に
小
学
生
が
描
い
た
家
族
の
絵

を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
会
場
で
展
示
及
び
原

画
の
展
示
も
行
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
後
、ラ
ッ

ピ
ン
グ
さ
れ
た
な
ん
バ
ス
は
、市
内
を
一
ヶ

月
程
運
行
し
、
バ
ス
に
乗
っ
て
南
砺
市
を

知
っ
て
も
ら
い
、
利
用
客
の
増
加
に
も
繋

が
っ
て
い
る
。「
食
」
で
は
、
県
内
外
の
商

工
会
青
年
部
が
集
合
し
、
各
地
域
の
食
材

を
使
っ
た
自
慢
の
グ
ル
メ
を
出
店
。
当
商

工
会
青
年
部
か
ら
は
、「
南
砺
ま
ぶ
塩
焼
き

そ
ば
」
等
を
販
売
し
た
。
そ
の
他
に
も
「
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
や
「
水
遊
び
コ
ー
ナ
ー
」

等
も
設
け
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　こ
れ
か
ら
も
当
商
工
会
青
年
部
は
、
地

域
に
寄
り
添
い
、
共
に
歩
む
こ
と
で
、
地

域
の
発
展
に
結
び
つ
け
て
い
く
。

いいもの見つけ隊！いいもの見つけ隊！
シリーズシリーズ

まちの

な
ん
と
で
遊
ぼ
う
！
〜
Ｓ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
の
祭
典
〜
開
催

産業観光で420年続く富山の伝統工芸品の魅力を体感！越中瀬戸焼 かなくれ会 
代表 釋永由紀夫氏は４人の陶芸作家と連携し、知恵を出し合い魅力ある企画を
生み出している。陶農館を核として窯が点在する里山へ足を運んでいただき、人の
顔が見える交流から新しいものを生み出したいとの思いが込められている。
「かなくれ茶会」は１０月２９・３０日に開催。お茶会では席主からお点前、お運び
まで陶芸作家自ら行い、土・窯・釉薬の話など魅力を語る。吉野香岳氏は、日本の
みならず海外にも越中瀬戸焼の魅力を伝えていきたいと熱く語ってくれた。

産業観光で420年続く富山の伝統工芸品の魅力を体感！越中瀬戸焼 かなくれ会 
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生み出している。陶農館を核として窯が点在する里山へ足を運んでいただき、人の
顔が見える交流から新しいものを生み出したいとの思いが込められている。
「かなくれ茶会」は１０月２９・３０日に開催。お茶会では席主からお点前、お運び
まで陶芸作家自ら行い、土・窯・釉薬の話など魅力を語る。吉野香岳氏は、日本の
みならず海外にも越中瀬戸焼の魅力を伝えていきたいと熱く語ってくれた。

ふるさと探訪ふるさと探訪 ニューツーリズム

ラッピングされたなんバス

南砺市商工会青年部の皆さん

　射
水
市
三
ヶ
に
あ
る
「
逸
楽
」
は
、
平

成
二
十
六
年
十
二
月
に
飲
食
店
と
し
て
開

業
し
、
和
食
と
お
酒
を
提
供
し
て
い
る
。

　そ
の
中
で
も
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
を
活
用
し
、
開
発
完
成
さ
せ
た
の

が
、
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
の
松
花
堂
弁
当
で

あ
る
。
松
花
堂
弁
当
は
、
二
段
重
ね
で
二

段
目
に
ご
飯
・
味
噌
汁
・
香
の
物
・
主
菜

を
の
せ
る
仕
様
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

ユ
ニ
ー
ク
な
食
器
を
使
用
し
、
見
栄
え
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
女
性
客
に

大
変
人
気
で
、
好
評
を
得
て
い
る
。
メ

ニ
ュ
ー
も
、か
ら
揚
げ
や
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ

ケ
、
エ
ビ
か
つ
等
豊
富
で
ど
れ
も
お
い
し

い
と
評
価
が
高
い
。
使
用
す
る
食
材
の
一

つ
一
つ
に
も
こ
だ
わ
り
、
特
に
野
菜
は
酵

素
野
菜
を
使
用
。
野
菜
本
来
の
味
で
や
さ

し
さ
を
伝
え
、
お
客
様
の
健
康
を
支
え
て

い
る
。

　松
花
堂
弁
当
を
提
供
し
た
こ
と
で
、
お

客
様
に
見
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
話
題
性
も

で
き
、
昼
の
ラ
ン
チ
時
は
も
ち
ろ
ん
、
夜

の
部
の
集
客
力
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

お
客
様
と
接
客
担
当
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
増
え
、
よ
り
親
密
な
関
係
が
構

築
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「逸
楽
」
と
い
う
名
前
に
は
、
自
由
気
ま

ま
に
お
食
事
、
お
酒
を
お
客
様
に
楽
し
ん

で
く
つ
ろ
い
で
頂
け
る
よ
う
に
と
の
想
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、「
報
恩

謝
徳
」（
受
け
た
め
ぐ
み
や
恩
に
対
し
て
む

く
い
よ
う
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
）
の
心
構
え
で
、
素
材
を
活
か
し
た
料

理
提
供
を
通
じ
、
お
客
様
に
健
康
で
笑
顔

の
絶
え
な
い
暖
か
い
店
づ
く
り
を
こ
れ
か

ら
も
継
続
し
て
い
く
。

ラ
ン
チ
弁
当
で
健
康
と
笑
顔
を
提
供

ランチメニューの松花堂弁当

住　　所：射水市三ヶ2580-7
　　　　　ツーファイト1Ｆ
電　　話：0766-53-5088
営業時間：11:00～14:00
          　  17:30～22:00

取材協力

和風味工房　逸楽

店主
藤田 俊夫

　店主の藤田さんは「たくさん
のお客様にお店を知っていた
だき、認知されることが大切。
報恩謝徳のもと、もっとお店を
定着させ、さらなる内容の充実
に努め、これからも発展継続さ
せていきたい」と意気込みを
語ってくれた。

越中陶の里　陶農館
住所　中新川郡立山町瀬戸新31　TEL.076-462-3929
体験　手ひねりコース、絵付けコース（要予約）
見どころ　富山湾を遠望する山里にあり、奈良・平安時代の須恵器の生産に始まる
日本でも有数の古窯地。越中瀬戸焼の新作展やシンポジューム、常設販売を行って
いる。のぼり窯もまじかで見ることができる。

越中陶の里　陶農館
住所　中新川郡立山町瀬戸新31　TEL.076-462-3929
体験　手ひねりコース、絵付けコース（要予約）
見どころ　富山湾を遠望する山里にあり、奈良・平安時代の須恵器の生産に始まる
日本でも有数の古窯地。越中瀬戸焼の新作展やシンポジューム、常設販売を行って
いる。のぼり窯もまじかで見ることができる。

南砺市商工会青年部

検  索

いっらく
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小
規
模
企
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
て

　

今
回
、
日
頃
現
場
の
第

一
線
で
会
員
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
生
の
声
を
踏
ま
え
て

代
表
者
六
名
か
ら
知
事

に
率
直
に
意
見
や
要
望
を

届
け
る
機
会
と
し
、
石
井

知
事
と
本
音
で
語
り
合
う

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
企

画
し
た
と
こ
ろ
、
知
事
に

は
快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

平
成
二
十
六
年
六
月
に
我
々
の
悲
願
で
あ
っ
た
「
小
規
模
企
業
振
興

基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
県
に
お
い
て
は
こ
の
制
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

い
ち
早
く
全
国
に
先
駆
け
た
モ
デ
ル
と
も
な
る
「
小
規
模
企
業
の
持
続

的
発
展
を
促
進
す
る
」
旨
の
条
例
の
改
正
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
知
事

の
熱
い
思
い
を
込
め
て
、
小
規
模
企
業
へ
政
策
の
光
を
あ
て
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。
地
域
経
済
発
展
の
原
動
力
で

あ
る
小
規
模
企
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
実
り
あ
る
場
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
開
会
の
挨
拶
と
す
る
。

富山県商工会連合会
会長　石澤 義文

　

商
店
街
の
大
方
の
商
店
主

は
、
親
族
へ
の
事
業
承
継
を
望

ん
で
い
る
が
、
少
子
化
が
進
み

後
継
者
が
い
な
い
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
。
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
事

業
と
の
連
携
な
ど
で
、
親
族
以

外
の
第
三
者
が
事
業
承
継
で
き

る
支
援
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

　

商
店
街
の
活
性
化
な
ど
を
指
導

で
き
る
人
材
が
県
内
に
は
乏
し

く
、
そ
の
育
成
を
し
て
ほ
し
い
。

　

も
の
づ
く
り
企
業
の
海
外

進
出
が
進
行
す
る
中
、第
三
次
、

第
四
次
下
請
け
が
取
り
残
さ

れ
空
洞
化
が
危
惧
さ
れ
る
。「
も

の
づ
く
り
県
富
山
」
の
産
業
構

造
を
ど
の
よ
う
に
転
換
し
て

い
く
考
え
か
。

　
「
も
の
づ
く
り
県
富
山
」
の

将
来
を
担
う
学
生
生
徒
の
教

育
現
場
で
の
人
材
育
成
を
積

極
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

　

県
の
補
助
を
得
て
行
っ
て

い
る
提
案
公
募
型
事
業
「
元
気

な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援

事
業
」、通
称
「
元
気
事
業
」
は
、

青
年
部
員
の
若
い
発
想
力
と

行
動
力
が
地
域
の
活
性
化
、
地

方
創
生
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

本
事
業
の
継
続
、
拡
充
を
お
願

い
し
た
い
。

 

知
事  

後
継
者
の
確
保
と
円
滑
な
事
業
承

継
は
大
変
重
要
な
こ
と
。
こ
の
た
め
、
①

事
業
承
継
税
制
の
改
正
、②
県
制
度
融
資
・

創
業
支
援
資
金
「
事
業
承
継
枠
」
設
置
、

③
富
山
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
④
金
融
機
関
や
商
工
団
体
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
や
次
世
代
経
営
塾
開
催
な
ど
展

開
し
て
お
り
、
今
後
と
も
関
係
機
関
が
連

携
し
て
支
援
し
て
い
く
。
担
い
手
確
保
の

た
め
、
東
京
と
富
山
に
「
富
山
く
ら
し
・

し
ご
と
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
や
「
Ｕ

 

知
事  

県
内
下
請
け
企
業
な
ど
、
中
小
企

業
の
取
引
活
性
化
や
技
術
開
発
力
の
強
化

を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
県
外
に
流
れ
て

い
た
取
引
を
県
内
で
循
環
さ
せ
る
仕
組
み

作
り
に
取
り
組
む
。
も
の
づ
く
り
産
業
未

来
戦
略
の
も
と
、
医
薬
・
バ
イ
オ
・
ロ
ボ
ッ

ト
、
次
世
代
自
動
車
、
航
空
機
な
ど
成
長

産
業
へ
の
参
入
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
も
の
づ
く
り
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
、
薬
事
研
究
所
、
総
合
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
に
さ
ら
に
先
進
的
な
設
備
を
導
入

し
、
技
術
開
発
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

人
材
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
社
会
に
学

ぶ
十
四
歳
の
挑
戦
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、
と
や
ま
高
校
生
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス

 

知
事  

本
事
業
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
各

商
工
会
地
域
で
数
々
の
元
気
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
新
幹
線
開
業

対
策
枠
百
万
円
を
上
乗
せ
し
、
今
年
度
も

厳
し
い
予
算
の
中
で
何
と
か
五
十
万
円
の

上
乗
せ
し
た
。
本
事
業
以
外
に
も
「
若

手
・
女
性
商
業
者
グ
ル
ー
プ
元
気
プ
ラ
ン

支
援
事
業
」
や
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
未
来
創
生
県
民

協
働
事
業
」
な
ど
の
地
域
活
性
化
支
援
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
活
用
頂

き
た
い
。

入善町商工会
会長
扇原 紀昭 氏

庄川町商工会
会長
飯田 良榮 氏

富山県商工会
青年部連合会
会長
中瀬 淳哉 氏

商
店
街
に
お
け
る
円
滑
な
事
業
継
承
と
商
店
街
指
導
者
の
育
成
を
！

「
も
の
づ
く
り
県
富
山
」
の
空
洞
化
・
産
業
構
造
・
人
材
育
成
に
つ
い
て

若
い
発
想
力
と
行
動
力
で
取
り
組
む
「
元
気
事
業
」
の
継
続
、
拡
充
を
！

地
域
の
魅
力
再
発
見
・
発
信
事
業
で
健
康
増
進
を

第 2 部での石井知事と青年部のみなさん

　富山県商工会連合会は、９月６日富山市内ホ テルにおいて、石井知事をゲストに迎え、県内の商工会役員
等約１４０名の出席のもと「商工会トップリーダー研修会」を開催した。第 1 部「本音でトークセッション」
では、６名の代表者が意見・要望を発表し、終始熱心に耳を傾けた石井知事が懇切丁寧なコメントを展開し、熱気
あふれる場となった。第2部「ざっくばらんトークセッション」は石井知事を囲みなごやかに交流懇親を深めた。

　　　　　 　　　　商工会トップリーダー研修会

タ
ー
ン
女
子
応
援
カ
フ
ェ
」
は
じ
め
様
々

な
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
・
移
住
促
進
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
本
県
へ
の
移
住
者
は
年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

商
店
街
指
導
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
専
門
家
が
参
画
し
て
実
施
す

る
調
査
や
計
画
策
定
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
こ
う
し
た
支
援
事
業
を
活
用
い
た
だ
く
際

に
、
県
内
の
専
門
家
を
招
致
し
て
、
指
導
・
助

言
、
ノ
ウ
ハ
ウ
伝
授
に
よ
り
商
店
街
を
支
え
る

人
材
の
育
成
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

タ
ー
、
地
（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る

地
方
創
生
推
進
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ+

）
な

ど
年
代
に
応
じ
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
展

開
し
て
い
る
。
今
後
も
、
富
山
の
住
み

や
す
さ
地
元
企
業
の
良
さ
を
学
ぶ
機
会

を
設
け
、
価
値
を
創
造
し
、
将
来
の
富

山
県
を
支
え
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
。

熱気の中で「石井知事とトークセッション」を開催
石
澤
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ



3

平成 28 年 10 月 1日発行（毎月1回 1日発行）　VOL.496 昭和 52 年 3月 12 日第三種郵便物認可

「
新
幹
線
開
業
」と「
地
方
創
生
戦
略
」を
追
い
風
に

　
　
　

 

富
山
県
の
新
た
な
発
展
・
飛
躍
を
め
ざ
す

　

各
地
域
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
商
工
会
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
皆
様

と
直
接
対
話
で
き
る
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
、
楽
し
み

に
し
て
い
た
。

　

新
幹
線
が
開
業
し
て
一
年
半
。
富
山
県
全
体
の
飛
躍
に
向
け
て
こ
の

勢
い
を
持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
ま
た
安
倍
首
相
は
じ
め
政
府

に
お
願
い
し
て
、
地
方
の
人
口
減
少
対
策
を
含
め
た
、
地
方
創
生
戦
略

を
中
央
政
治
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
た
だ
い
た
。「
新
幹
線
開
業
」
と
「
地

方
創
生
戦
略
」
の
二
つ
を
追
い
風
に
し
て
富
山
県
の
新
た
な
発
展
、
飛

躍
を
目
指
し
て
い
く
。
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
す
ば

ら
し
い
取
組
み
を
一
層
力
を
あ
わ
せ
て
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

富山県知事
石井 隆一氏

　

新
幹
線
開
業
を
機
に
、
と

や
ま
の
ブ
ラ
ン
ド
が
大
き
く

ア
ッ
プ
し
た
。
引
き
続
き
、
全

国
規
模
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

誘
致
や
富
山
の
魅
力
発
信
に

切
れ
目
な
く
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

　

交
通
基
盤
の
整
備
は
、
地
域

の
発
展
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
。
北
陸
新
幹
線
の

一
刻
も
早
い
全
線
整
備
、
東
海

北
陸
自
動
車
道
の
四
車
線
化

に
力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。

　

商
工
会
は
、
従
来
型
の
経
営

改
善
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
て
、

経
営
発
達
の
サ
ポ
ー
ト
が
求

め
ら
れ
、
限
ら
れ
た
人
材
で
資

質
向
上
に
努
め
頑
張
っ
て
い

る
の
で
引
き
続
き
県
の
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

　

知
事
は
「
人
づ
く
り
こ
そ
県

づ
く
り
を
支
え
る
根
幹
」
と
さ

れ
て
い
る
。
と
や
ま
の
未
来
と

人
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

女
性
部
で
は
、
今
年
度
、
埋

も
れ
た
地
域
の
名
物
を
発
掘

し
、
そ
れ
を
発
信
す
る
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
情
報

を
冊
子
と
し
て
ま
と
め
て
、
県

内
外
に
配
布
す
る
。
県
で
は
、

健
康
寿
命
を
日
本
一
に
し
よ
う

と
「
も
っ
と
歩
く
」
こ
と
を
進

め
て
お
ら
れ
、
こ
の
冊
子
も

き
っ
と
役
に
立
つ
。
完
成
し
た

ら
知
事
に
も
お
届
け
す
る
の
で

是
非
お
試
し
い
た
だ
き
た
い
。

 

知
事  

北
陸
新
幹
線
開
業
効
果
を
持
続
・

深
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
県
の
魅
力
を

継
続
的
か
つ
効
果
的
に
情
報
発
信
し
、
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
。

そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
日
本
橋
と
や
ま
館

の
開
設
、
越
中
富
山
幸
の
こ
わ
け
と
い
っ

た
魅
力
あ
る
土
産
品
の
開
発
、
映
画
や
ド

ラ
マ
の
撮
影
誘
致
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
を
強
化
し
、

受
入
環
境
の
整
備
に
も
し
っ
か
り
取
り
組

む
。
今
後
と
も
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、

本
県
が
「
選
ば
れ
続
け
る
観
光
地
」
と
な

る
よ
う
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
新

 

知
事  

小
規
模
事
業
者
の
経
営
改
善
な

ど
を
推
進
す
る
た
め
、
人
件
費
や
各
種
事

業
費
を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
経
営
指
導

員
等
の
資
質
向
上
に
も
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
と
も
、
国
と
十
分
に
連
携
し
な

が
ら
、
補
助
事
業
の
予
算
確
保
に
努
力
す

る
と
と
も
に
、
商
工
会
は
じ
め
支
援
機
関

の
機
能
が
十
分
引
き
出
さ
れ
る
よ
う
各
種

施
策
の
充
実
に
努
め
る
。

　

県
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
北
陸
新
幹
線

の
開
業
に
よ
り
、
富
山
県
は
ま
さ
に
新

時
代
に
入
り
、
新
た
な
未
来
を
切
り
拓

 

知
事  

女
性
の
豊
か
な
感
性
で
、
県
内
各

地
の
魅
力
あ
る
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
ま

と
め
ら
れ
、
県
外
に
も
情
報
発
信
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
他
県
の
女
性
部
員
を
も
て

な
し
、
交
流
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
大

変
意
義
深
い
。

　

県
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

連
携
し
、
冊
子
を
持
っ
て
県
内
ス
ポ
ッ
ト

を
歩
い
て
巡
る
こ
と
で
、
①
新
た
な
地
域

の
魅
力
発
見
、
②
健
康
づ
く
り
、
③
地
域

振
興
の
一
石
三
鳥
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。
冊
子
の
出
来
上
が
り
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
。

富山県商工会
女性部連合会　
会長
徳永たつ子氏

富山県商工同友会
会長
松坂　稔 氏

富山県職員協議会
会長
田代 忠之 氏

富
山
県
の
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
と
交
通
基
盤
の
整
備
を
！

職
員
の
資
質
向
上
支
援
と
人
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

地
域
の
魅
力
再
発
見
・
発
信
事
業
で
健
康
増
進
を

第 2 部での石井知事と女性部のみなさん

　富山県商工会連合会は、９月６日富山市内ホ テルにおいて、石井知事をゲストに迎え、県内の商工会役員
等約１４０名の出席のもと「商工会トップリーダー研修会」を開催した。第 1 部「本音でトークセッション」
では、６名の代表者が意見・要望を発表し、終始熱心に耳を傾けた石井知事が懇切丁寧なコメントを展開し、熱気
あふれる場となった。第2部「ざっくばらんトークセッション」は石井知事を囲みなごやかに交流懇親を深めた。

　　　　　 　　　　商工会トップリーダー研修会

昭和 20 年　富山市西町生まれ
富山中部高校
東京大学法学部卒業

昭和 44 年　自治省入省。静岡県総務部長、
自治省財政課長、
地方分権推進委員会事務局次長、
自治省大臣官房審議官（税務・財政担当）、
総務省自治税務局長

平成 14 年 1 月　消防庁長官（平成 16 年 1 月退官）
平成 16 年 11 月　富山県知事に就任
平成 20 年 11 月　富山県知事 2 期目スタート
平成 24 年 11 月　富山県知事 3 期目スタート

幹
線
の
札
幌
開
業
（
平
成
四
十
二
年
度

末
）
頃
ま
で
の
大
阪
開
業
の
実
現
を
強

く
求
め
て
い
く
。
東
海
北
陸
自
動
車
道

に
つ
い
て
は
、
城
端
ト
ン
ネ
ル
～
小
矢

部
砺
波
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
延
長
約
十
七
㎞
の
う

ち
、
約
七
割
に
あ
た
る
約
十
二
㎞
に
付

加
本
線
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

引
き
続
き
、
早
期
全
線
四
車
線
化
を
働

き
掛
け
て
い
く
。

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
夢
や
情
熱
、
高
い
志
を
持

ち
、
困
難
に
く
じ
け
ず
し
っ
か
り
と
乗

り
越
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
の

育
成
、す
な
わ
ち
「
人
づ
く
り
」
が
重
要
。

こ
れ
ま
で
、
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
伸

ば
す
教
育
、
全
国
や
世
界
で
活
躍
で
き

る
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
、
起
業
未
来
塾
、

観
光
未
来
創
造
塾
、
農
業
未
来
カ
レ
ッ

ジ
な
ど
人
材
の
育
成
に
努
め
て
き
て
お

り
、
今
後
と
も
、
各
分
野
に
お
い
て
「
人

づ
く
り
」
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

熱気の中で「石井知事とトークセッション」を開催
石
井
知
事
の
あ
い
さ
つ
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仕
事
に
よ
る
強
い

ス
ト
レ
ス
な
ど
が

原
因
で
従
業
員
が

精
神
障
害
を
発
病

す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
▼
厚
生
労
働
省
が
公

表
し
た
平
成
二
十
七
年
度
「
過

労
死
等
の
労
災
補
償
状
況
」
に

よ
る
と
、
精
神
障
害
に
関
す
る

事
案
の
請
求
件
数
は
前
年
度
比

五
九
件
増
の
一
五
一
五
件
と
過

去
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
年
齢

別
で
は
、「
四
〇
代
」
四
五
九
件
、

「
三
〇
代
」四
一
九
件
、「
五
〇
代
」

二
八
七
件
の
順
に
多
く
、
出
来

事
別
の
支
給
決
定
件
数
は
、「
仕

事
の
内
容・仕
事
量
の（
大
き
な
）

変
化
を
生
じ
さ
せ
る
出
来
事
が

あ
っ
た
」
七
五
件
、「（
ひ
ど
い
）

嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
、
ま
た
は

暴
行
を
受
け
た
」
六
〇
件
の
順

に
多
い
。
▼
企
業
に
と
っ
て
は
、

休
職
者
の
発
生
に
よ
る
職
場
の

戦
力
ダ
ウ
ン
を
防
ぐ
、
安
全
配
慮

義
務
や
労
務
管
理
と
い
っ
た
企

業
の
責
任
義
務
を
果
た
す
、
集

中
力
や
注
意
力
の
低
下
に
よ
る

事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
な
ど
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
重
要

で
あ
る
。
過
重
労
働
対
策
は
も
ち

ろ
ん
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
社

内
研
修
、
職
場
復
帰
支
援
と
い
っ

た
具
体
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
▼
な
お
、商
工
会
の「
業

務
災
害
保
険
」
で
は
、
従
業
員

の
就
業
中
の
ケ
ガ
に
対
す
る
補

償
に
加
え
て
、
労
働
災
害
に
お

け
る
事
業
者
側
の
賠
償
責
任
（
使

用
者
賠
償
責
任
）
に
つ
い
て
も

補
償
し
て
い
る
。
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を
目
指
し
て
い
る
活
動
を
紹
介
し
た
。
調

理
法
や
味
付
け
の
研
究
を
重
ね
、
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
経
験
な
ど
を
説
明
し
、

「
青
年
部
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
八
月
二
十
三
日
に
三
重
県
、
四
日
市
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
商
工
会
青
年
部

主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
、
富
山
県
代
表
の
射
水
市
商
工
会

青
年
部
の
竹
島
康
弘
さ
ん
が
発
表
し
、
優
良
賞
に
選
ば
れ
た
。

射水市商工会青年部
竹島康弘さん

　

毛
利
さ
ん
は
、「
女
性
部
活
動
と
地

域
振
興
～
女
性
パ
ワ
ー
で
魅
力
発
信

～
」
の
テ
ー
マ
で
発
表
。
神
通
川
沿
い

に
植
え
ら
れ
た
約
八
五
〇
本
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
桜
並
木
が
あ
る
富
山
市
八
尾

町
神
通
地
区
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
紹
介
。
桜
並
木
の
通
り
を「
神

通
回
廊
」
と
名
付
け
、
春
に
開
催
し
た

「
神
通
回
廊
お
花
見
フ
ェ
ス
タ
」
や
、「
神

通
回
廊
お
す
す
め
の
散
策
コ
ー
ス
」
Ｐ

Ｒ
チ
ラ
シ
の
作
成
を
紹
介
。「
豊
か
な

自
然
の
魅
力
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

毛
利
さ
ん
最
優
秀
賞
！

　
　
　
　
　  

全
国
大
会
へ

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
毛
利
さ
ん

は
、
十
一
月
八
日
に
福
島
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
に
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

と
し
て
出
席
す
る
。

　
九
月
五
日
に
岐
阜
県
、
飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
商
工

会
女
性
部
主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
、
富
山
県
代
表
の
富
山

市
八
尾
山
田
商
工
会
女
性
部
の
毛
利
禮
子
さ
ん
が
発
表
し
、
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
。

富山県代表の毛利さん

「
女
性
パ
ワ
ー
で
魅
力
発
信
」

「
青
年
部 

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
達
」

　

板
金
工
業
を
営
む
竹
島
さ
ん
は
、「
青
年

部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
～
青

年
部
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
達
～
」
と
題

し
、
青
年
部
員
と
し
て
携
わ
っ
た
シ
ロ
エ
ビ

を
使
っ
た
シ
ュ
ー
マ
イ
を
開
発
し
、
特
産
化

商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
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平成２8年度　県の９月補正予算（商工関係）
県の９月補正予算が編成されました。主な商工関係予算についての概要は以下のとおりです。

ものづくり研究開発センター製品機能評価ラボ整備事業	 344,000千円	

ものづくり総合見本市開催準備事業	 8,000千円

若者女性等まちなかオフィス応援モデル事業	 5,000千円

経営安定資金「経済変動対策緊急融資」の拡充　　　　　　	（預託額500,000千円）

創業支援資金「事業承継支援枠」の拡充　　　　　　　　　　（預託額80,000千円）

新

新

新

拡

拡

品質評価・信頼性試験のための設備を擁するラボを新設し、県内企業の製造品の品質評価を支援

H29開催予定のものづくり見本市の準備としての企画・立案等を行うとともに、国内外の企業に出展勧誘を行う

若者女性等のまちなかでの開業を促進するため、シェア・オフィス等の整備をモデル的に支援

海外景気下振れ、金融資本市場の不安定性等のリスクに備え、中小・小規模企業の経営を下支えする融資枠を拡大

事業承継により地域の雇用等を支える県内中小企業を支援するため、特例枠（地域再生・創生特別融資）を設ける
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とやまシニア人材活躍促進・
県民セミナーの開催

ものづくり人材パワーアップ研修
（キャリアアップコース）開催

ワーク・ライフ・バランス研修会
～仕事と生活の両立について考えてみませんか？～

　生涯現役で活躍できる多様な雇用・就
業環境を整えていくことがますます重要
となっています。シニア世代の雇用と就
業を見つめ直すよい機会となりますので、
ぜひご参加ください！
■日時・場所・内容
日時：11 ／１（火 ) 13：30 ～
場所：富山県民共生センター
　　　「サンフォルテ」２Ｆホール
内容：とやまシニア専門人材バンク、
　　　シルバー人材センターの紹介
・富山県の労働市場と高齢者の就業状況
・基調講演

「シニア（人生の上級者）の品格とは」
講師：小屋一雄氏（ユーダイモニア
　　　マネジメント㈱代表取締役）

　 　 　 　 　
■お問合せ先■

富山県 労働雇用課
TEL 076-444-8897

　県では、ものづくり企業に勤務する技能
者がキャリアに応じた段階的なスキルアップ
を図るために、「ものづくり人材パワーアッ
プ研修」を実施しています。現場改善やコス
トマネジメント、生産技術のスキルや現場に
おけるリーダーとしての素養の習得を図る

『キャリアアップコース』を開催します。
■内容・期間・場所
①コストマネジメント編　１１／１（火）・２（水）

富山県総合情報センター（情報ビル）
　コストに対する考え方、ムダ・ロスの見つけ方、

VE（バリューエンジニアリング）の基礎
②生産技術スキルアップ編　１２／１（木）、２（金）

富山県総合情報センター（情報ビル）
　工程の設計・管理及び品質管理マネジメント、ＤＲ

（デザインレビュー）の考え方・進め方
■申込み締切日　１０/ ２４（月）
　 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県 職業能力開発課
TEL 076-444-3259

　企業のワーク・ライフ・バランスに
対する理解を深めるため、仕事と生活
の両立をテーマに研修会を開催します。
■日時・会場・内容
日時　10/28（金）10:00～12:00
会場　富山県民会館 701 号室
内容
 ・富山県の健康づくりの現状と取組み

について（富山県厚生部健康課）
 ・基調講演
　「仕事と介護の両立支援に向けて
　　　　～介護離職を防ぐために～」
　講師：矢島　洋子　氏
　（三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング

株式会社　女性活躍推進・ダイバーシティ
マネジメント戦略室長　中央大学大学院
戦略経営研究科客員教授）

　 　 　 　 　
■お問合せ先■

富山県 労働雇用課
TEL 076-444-3257

　販路開拓挑戦応援事業
助成率 1/3 以内 　国内 ( 県外 ) 分 25 万円以内、首都圏 35 万円以内　国外分 50 万円以内

国内（県外）又は国外の見本市・展示会等への出展、市場調査、広報、海外マーケティング等の取組みにおける下記の事業を支援（※
県外については北陸新幹線関連を優先）① 展示会、見本市への出展、商談会への参加、② 市場調査に関する活動（県外の市場調査
単独の事業は不可）③ 自社製品等の広報に関する活動（県外向けの広報単独の事業は不可）

　小さな元気企業応援事業
助成率 1/2 以内　上限 50 万円、※ ただし販路開拓については、国内（県外）25 万円以内、首都圏 35 万円以内

小規模企業者が行う、新商品・新技術開発、国外・首都圏向け販路開拓、事業活動を支える人材育成等を支援
　ビジター対応ビジネス支援事業

助成率　1/2 以内　助成金額　100 万円以内
北陸新幹線開業、外航クルーズ及び台北便就航等交通基盤の拡充に関連した次の事業を支援

※ 例：新幹線等開通による観光客をターゲットにした新商品開発、外国人観光客が喜ぶお土産品にブラッシュアップ商店を外国人観光客
向けに改装、外国語表示・パンフの作成　等

※上記の他、「ものづくり研究開発支援事業」も募集中です。
　 　 　 　 　

■お問合せ先■
公益財団法人富山県新世紀産業機構　企画管理課 TEL 076-444-5600　　富山県 経営支援課 地域産業係 TEL 076-444-3249

「とやま中小企業チャレンジファンド」10/20（木）締切
県内中小企業による新商品開発や販路開拓等の積極的な取組みを支援！第二次

　

募集中
！

詳細につきましては、HPをご覧ください。http://www.tonio.or.jp/　
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六
、
最
後
に
わ
く
わ
く
感

　
観
光
振
興
の
会
議
上
で
話
題
に
な

る
「
プ
ラ
ン
」。
そ
こ
に
少
し
だ
け

疑
問
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
成

功
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
遠
い
北
や

南
の
国
の
事
例
で
す
。
観
光
振
興
を

策
定
す
る
地
域
は
多
種
多
様
、
其
々

の
事
情
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
生
か

し
た
特
色
あ
る
観
光
振
興
こ
そ
重
要

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず

横
並
び
に
、「
成
功
例
と
同
じ
だ
か

ら
成
功
す
る
は
ず
だ
。」
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
こ
れ
で
実
施
さ
れ
た
観
光

振
興
策
は
、
訪
れ
る
側
か
ら
す
る
と

い
ず
こ
も
同
じ
金
太
郎
飴
で
す
。

　
あ
る
携
帯
電
話
の
特
定
の
機
種
が

日
本
の
市
場
占
有
率
四
十
パ
ー
セ
ン

ト
と
聞
き
ま
す
。
何
故
そ
ん
な
に
売

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
は

「
詳
し
い
こ
と
が
解
ら
な
い
か
ら
皆

と
同
じ
物
を
持
っ
て
い
れ
ば
安
心
。」

と
い
う
日
本
人
特
有
の
横
並
び
精
神

の
結
果
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

然
で
す
が
器
械
に
精
通
し
良
さ
を
理

解
し
て
い
る
利
用
者
も
存
在
し
ま

す
。
　

　
し
か
し
観
光
は
違
う
か
ら
面
白
い

の
で
あ
っ
て
、
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ

人
形
の
様
に
横
並
び
で
は
つ
ま
ら
な

い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
た
だ
き
来
訪
者

に
期
待
を
持
た
せ
、
わ
く
わ
く
感
を

作
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。

　
期
待
を
持
た
せ
る
に
は
こ
ん
な
方

法
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
隠
し
て

し
ま
う
の
で
す
。
来
訪
に
際
し
条
件

（
ど
ん
な
条
件
で
も
結
構
）
を
付
け

そ
の
対
象
者
し
か
見
せ
な
い
。
善
光

寺
・
浅
草
寺
は
秘
仏
で
、
ご
本
尊
は

誰
も
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
無
料
で
開
放
し
て
い
る
の
に
人
が

来
な
い
。
だ
っ
た
ら
隠
し
て
有
料

に
し
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
。
そ
の
代

り
料
金
分
は
資
源
を
磨
き
こ
ま
な
い

と
、
来
訪
者
は
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
。

　
お
祭
り
の
見
ど
こ
ろ
は
当
日
で
な

く
前
後
の
計
ら
い
と
聞
き
ま
す
。
そ

れ
は
地
元
の
限
ら
れ
た
人
し
か
知
ら

な
い
、
隠
れ
た
良
さ
な
の
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
観
光
地
に
幸
あ
れ
！

観
光
の
基
礎
知
識
③
　
全
三
回
シ
リ
ー
ズ（
専
門
指
導
員：鈴
木
）

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

〒939-2741 富山県富山市婦中町中名1554-23
TEL (076)465-2341(代)  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp　E-mail info@nakatani-p.co.jp

３次元をプロデュース

富山県富

３

3Dシステム事業部

キャリアアップ助成金

―最低賃金引き上げ支援― 助成金を活用してみませんか！―最低賃金引き上げ支援― 助成金を活用してみませんか！
業務改善助成金

中小企業・小規模事業者の生産性向上を支援し、事業場内で最も低い賃金の引き上げ
を図るための制度です。生産性向上のための設備投資（機械設備、POSレジ等の導入）
などを行い、事業場内最低賃金を一定額以上引き上げた場合、その設備投資などにか
かった費用の一部が助成されます。
【手続きの流れ】①業務改善計画・賃金引き上げ計画の策定→②審査・交付決定→③計
画の実施→④実施報告書の作成・提出→⑤審査・助成金額決定→⑥請求書の提出→⑦
助成金の支給→⑧状況報告の提出

◆詳しくは、富山県最低賃金総合相談支援センター（フリーダイヤル 0120-108-312）

有期契約労働者、短時間労働者、派遣労働者といった、いわゆる非正規雇用労働者の
企業内でのキャリアアップなどを促進するため、正社員化、人材育成、処遇改善の取
り組みを実施した事業主に対して助成する制度です。賃金規定等改定（処遇改善コー
ス）が拡充され、中小企業に対する加算措置が創設されます。
【申請までの流れ（賃金規定改定）】①労働局（助成金センター）に相談→②労働局へキャリアアッ
プ計画書の提出→③賃金規定等の改定（作成）及び２％以上増額→④支給申請→⑤支給決定

◆詳しくは、富山労働局助成金センター（TEL 076-432-9172）

平成28年
10月1日
から適用
これまでより24円引上
引き上げ率3.22％

７７０円
時間額

改定！
富山県
最低賃金額
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ふくおか産業フェスティバル 11月3日（祝） 高岡市商工会福岡支所 0766-64-3088

いなみ物産フェア2016
木彫りの天神様展同時開催 11/3（祝）～11/6（日） いなみ物産フェア実行委員会 0763-82-0184

第 11回射水市農業産業まつり 11月5日（土）・6日（日） 射水市商工会小杉本所 0766-55-0072

細入まつり １１月６日（日） 細入まつり実行委員会 076-485-2111

たてやま特産まつり 11月6日（日） たてやま特産まつり実行委員会 076-462-9973

阿曾の市＆ふれあいフェスティバル 11月12日（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

庄川ゆずまつり 11月12日（土）・13（日） 庄川ゆずまつり実行委員会 0763-33-1111

風の盆ステージ・町なかミニツアー 11/12（土）・11/26（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

なりひら風の市 11/12（土） なりひら風の市実行委員会 076-455-3181

相倉合掌造り集落冬支度ライトアップ 11月17日（木）～20日（日） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

おやべよってかれマーケット 11月20日（日） 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756

市姫さんど 11月20日（日） 上市町商工会 076-472-0716

紅葉まつり 11月23日（祝） 朝日町商工会 0765-83-2280

八尾ゆめの森収穫祭 11月23日（祝） 八尾ゆめの森収穫祭実行委員会 076-454-3330

ふれあい青空市「やまだの案山子」 11月　月・火・水・土・日 ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

イベント名 開催日 お問合せ先

各地の 月イ ベ ン トイ ベ ン ト11

引受保険会社：損害保険ジャパン日本興亜株式会社

商工会の会員および従業員のための

全国商工会経営者休業補償制度

（平成28年9月現在）
※医師の指示による自宅療養は、医師が就業不能と認定した期間を限度とします。
※「奥様安心プラン」「入院初期費用特約」は対象外です。

●就業中・業務外・国内外を問わず、病気・ケガによる月々の所得を補償する制度です。
●保険料は、  約 47.5％の 割引  が適用されます。
●最長１年間の長期補償です。
●自宅療養も補償いたします。

高
齢
者
が
地
域
で
活

躍
で
き
る
場
の
拡
大

に
取
り
組
む
「
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

を
活
用
く
だ
さ
い
！

　

本
年
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総

活
躍
プ
ラ
ン
」
に
は
、
高
齢
者
の
就
業
を
推
進

す
る
た
め
、
人
手
不
足
分
野
や
現
役
世
代
を
支

え
る
分
野
（
保
育
や
介
護
等
）
で
の
軽
易
な
業

務
に
関
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通

じ
た
高
齢
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
植
栽
剪
定

や
オ
フ
ィ
ス
内
の
清
掃
な
ど
幅
広
い
ご
依
頼
に

対
応
し
て
お
り
、
ま
た
、
県
内
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
寄
付
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
お
気
軽
に
、
最
寄
り
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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南砺市商工会青年部

in 南砺市商工会

in 射水市商工会

　石黒公一青年部長は「地域に
根ざした若きリーダーでもある
青年部は、地域や部員間の様々
な交流や活動を通じて個性を磨
き、集結し、想像力と行動力を活
かして取組み、またそれを奏で
ることで元気を作り出し、地域に
響かせていきたい」と意気込み
を語ってくれた。

　南
砺
市
商
工
会
青
年
部
は
、
九
月
四
日

（
日
）、南
砺
の
「
職
」「
色
」「
食
」
を
テ
ー

マ
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
南
砺
市
の
魅
力

を
再
発
見
し
、
南
砺
市
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
企
画
運
営

及
び
出
店
や
職
業
体
験
ブ
ー
ス
講
師
等
を

全
て
青
年
部
員
で
行
っ
た
。
地
域
の
皆
様

に
新
た
な
交
流
の
場
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
頂
く
こ
と
に
よ
り
、「
つ
な
が
り
」「
地

域
愛
」
を
育
ん
で
頂
き
た
い
と
考
え
、
当

日
は
、
小
さ
い
子
供
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
ち
ゃ
ん
ま
で
、
家
族
三
世
代
み
ん
な

で
丸
一
日
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
、
大
盛
況
と
な
っ
た
。

　「職
」
で
は
、
青
年
部
が
講
師
と
な
り
職

業
体
験
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
南
砺
職
人
祭
り
、

青
年
部
ゼ
ミ
）
を
、
十
一
業
種
の
ブ
ー
ス

を
設
け
実
施
。
南
砺
市
の
「
職
」
に
触
れ

合
う
こ
と
で
、
地
域
で
の
職
業
に
興
味
を

持
っ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

　「色
」
で
は
、南
砺
市
の
協
力
の
も
と
「
な

ん
バ
ス
」
に
小
学
生
が
描
い
た
家
族
の
絵

を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
会
場
で
展
示
及
び
原

画
の
展
示
も
行
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
後
、ラ
ッ

ピ
ン
グ
さ
れ
た
な
ん
バ
ス
は
、市
内
を
一
ヶ

月
程
運
行
し
、
バ
ス
に
乗
っ
て
南
砺
市
を

知
っ
て
も
ら
い
、
利
用
客
の
増
加
に
も
繋

が
っ
て
い
る
。「
食
」
で
は
、
県
内
外
の
商

工
会
青
年
部
が
集
合
し
、
各
地
域
の
食
材

を
使
っ
た
自
慢
の
グ
ル
メ
を
出
店
。
当
商

工
会
青
年
部
か
ら
は
、「
南
砺
ま
ぶ
塩
焼
き

そ
ば
」
等
を
販
売
し
た
。
そ
の
他
に
も
「
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
や
「
水
遊
び
コ
ー
ナ
ー
」

等
も
設
け
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　こ
れ
か
ら
も
当
商
工
会
青
年
部
は
、
地

域
に
寄
り
添
い
、
共
に
歩
む
こ
と
で
、
地

域
の
発
展
に
結
び
つ
け
て
い
く
。

いいもの見つけ隊！いいもの見つけ隊！
シリーズシリーズ

まちの

な
ん
と
で
遊
ぼ
う
！
〜
Ｓ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
の
祭
典
〜
開
催

産業観光で420年続く富山の伝統工芸品の魅力を体感！越中瀬戸焼 かなくれ会 
代表 釋永由紀夫氏は４人の陶芸作家と連携し、知恵を出し合い魅力ある企画を
生み出している。陶農館を核として窯が点在する里山へ足を運んでいただき、人の
顔が見える交流から新しいものを生み出したいとの思いが込められている。
「かなくれ茶会」は１０月２９・３０日に開催。お茶会では席主からお点前、お運び
まで陶芸作家自ら行い、土・窯・釉薬の話など魅力を語る。吉野香岳氏は、日本の
みならず海外にも越中瀬戸焼の魅力を伝えていきたいと熱く語ってくれた。

産業観光で420年続く富山の伝統工芸品の魅力を体感！越中瀬戸焼 かなくれ会 
代表 釋永由紀夫氏は４人の陶芸作家と連携し、知恵を出し合い魅力ある企画を
生み出している。陶農館を核として窯が点在する里山へ足を運んでいただき、人の
顔が見える交流から新しいものを生み出したいとの思いが込められている。
「かなくれ茶会」は１０月２９・３０日に開催。お茶会では席主からお点前、お運び
まで陶芸作家自ら行い、土・窯・釉薬の話など魅力を語る。吉野香岳氏は、日本の
みならず海外にも越中瀬戸焼の魅力を伝えていきたいと熱く語ってくれた。

ふるさと探訪ふるさと探訪 ニューツーリズム

ラッピングされたなんバス

南砺市商工会青年部の皆さん

　射
水
市
三
ヶ
に
あ
る
「
逸
楽
」
は
、
平

成
二
十
六
年
十
二
月
に
飲
食
店
と
し
て
開

業
し
、
和
食
と
お
酒
を
提
供
し
て
い
る
。

　そ
の
中
で
も
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
を
活
用
し
、
開
発
完
成
さ
せ
た
の

が
、
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
の
松
花
堂
弁
当
で

あ
る
。
松
花
堂
弁
当
は
、
二
段
重
ね
で
二

段
目
に
ご
飯
・
味
噌
汁
・
香
の
物
・
主
菜

を
の
せ
る
仕
様
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

ユ
ニ
ー
ク
な
食
器
を
使
用
し
、
見
栄
え
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
女
性
客
に

大
変
人
気
で
、
好
評
を
得
て
い
る
。
メ

ニ
ュ
ー
も
、か
ら
揚
げ
や
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ

ケ
、
エ
ビ
か
つ
等
豊
富
で
ど
れ
も
お
い
し

い
と
評
価
が
高
い
。
使
用
す
る
食
材
の
一

つ
一
つ
に
も
こ
だ
わ
り
、
特
に
野
菜
は
酵

素
野
菜
を
使
用
。
野
菜
本
来
の
味
で
や
さ

し
さ
を
伝
え
、
お
客
様
の
健
康
を
支
え
て

い
る
。

　松
花
堂
弁
当
を
提
供
し
た
こ
と
で
、
お

客
様
に
見
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
話
題
性
も

で
き
、
昼
の
ラ
ン
チ
時
は
も
ち
ろ
ん
、
夜

の
部
の
集
客
力
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

お
客
様
と
接
客
担
当
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
増
え
、
よ
り
親
密
な
関
係
が
構

築
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「逸
楽
」
と
い
う
名
前
に
は
、
自
由
気
ま

ま
に
お
食
事
、
お
酒
を
お
客
様
に
楽
し
ん

で
く
つ
ろ
い
で
頂
け
る
よ
う
に
と
の
想
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、「
報
恩

謝
徳
」（
受
け
た
め
ぐ
み
や
恩
に
対
し
て
む

く
い
よ
う
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
）
の
心
構
え
で
、
素
材
を
活
か
し
た
料

理
提
供
を
通
じ
、
お
客
様
に
健
康
で
笑
顔

の
絶
え
な
い
暖
か
い
店
づ
く
り
を
こ
れ
か

ら
も
継
続
し
て
い
く
。

ラ
ン
チ
弁
当
で
健
康
と
笑
顔
を
提
供

ランチメニューの松花堂弁当

住　　所：射水市三ヶ2580-7
　　　　　ツーファイト1Ｆ
電　　話：0766-53-5088
営業時間：11:00～14:00
          　  17:30～22:00

取材協力

和風味工房　逸楽

店主
藤田 俊夫

　店主の藤田さんは「たくさん
のお客様にお店を知っていた
だき、認知されることが大切。
報恩謝徳のもと、もっとお店を
定着させ、さらなる内容の充実
に努め、これからも発展継続さ
せていきたい」と意気込みを
語ってくれた。

越中陶の里　陶農館
住所　中新川郡立山町瀬戸新31　TEL.076-462-3929
体験　手ひねりコース、絵付けコース（要予約）
見どころ　富山湾を遠望する山里にあり、奈良・平安時代の須恵器の生産に始まる
日本でも有数の古窯地。越中瀬戸焼の新作展やシンポジューム、常設販売を行って
いる。のぼり窯もまじかで見ることができる。

越中陶の里　陶農館
住所　中新川郡立山町瀬戸新31　TEL.076-462-3929
体験　手ひねりコース、絵付けコース（要予約）
見どころ　富山湾を遠望する山里にあり、奈良・平安時代の須恵器の生産に始まる
日本でも有数の古窯地。越中瀬戸焼の新作展やシンポジューム、常設販売を行って
いる。のぼり窯もまじかで見ることができる。

南砺市商工会青年部

検  索

いっらく


